
亀山市福祉医療費の助成に関する条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布

する。 

  令和４年３月３０日 

亀山市長 櫻 井 義 之    

亀山市規則第１５号 

 

亀山市福祉医療費の助成に関する条例施行規則の一部を改正する規則 

 

亀山市福祉医療費の助成に関する条例施行規則（平成１７年亀山市規則第４９号）の

一部を次のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定の下線を付した部分（以下「改正部分」という。）及

び同表の改正後欄に掲げる規定の下線を付した部分（以下「改正後部分」という。）に

ついては、次のとおりとする。 

（１）改正部分及びこれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当該

改正後部分に改める。 

（２）改正部分に対応する改正後部分が存在しないときは、当該改正部分を削る。 

（３）改正後部分に対応する改正部分が存在しないときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（所得の制限） 

第３条 条例第３条第２項第２号の規則

で定める所得の制限を超える者は、次 

の各号のいずれかに該当する者とする。

（所得の制限） 

第３条 条例第３条第２項第２号の規則

で定める所得の制限を超える者は、一

人親家庭等の母又は父及び児童で次の 

各号のいずれかに該当するものとする。

（１）一人親家庭等の母又は父及び児童

については、次のア又はイに該当す

る場合 

（１）一人親家庭等の母、父又は児童（ 

以下「一人親家庭等の母等」という。）

の前年の所得（１月から８月までの

間に受けた医療に係る福祉医療費の

助成にあっては、前々年の所得とす

る。以下同じ。）が、別表第１の左



欄に掲げる扶養親族等又は児童の数

に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げ

る金額以上の者 

ア 一人親家庭等の母、父又は児童

（以下「一人親家庭等の母等」と

いう。）の前年の所得（１月から

８月までの間に受けた医療に係る

福祉医療費の助成にあっては、前 

々年の所得とする。以下同じ。）

が、別表第１の左欄に掲げる扶養

親族等又は児童の数に応じ、それ

ぞれ同表の右欄に掲げる金額以上

の者 

［号の細目を加える。］ 

イ 一人親家庭等の母若しくは父の

配偶者、条例第２条第４項第２号

に定める者を現に扶養している者

又は民法（明治２９年法律第８９

号）第８７７条第１項に定める扶

養義務者（以下「一人親家庭等の

母の配偶者等」という。）で、生 

計を維持するものの前年の所得が、

別表第２の左欄に掲げる扶養親族

等又は児童の数に応じ、それぞれ

同表の右欄に掲げる金額以上の者 

［号の細目を加える。］ 

（２）心身障害者については、次のア又

はイに該当する場合 

（２）一人親家庭等の母若しくは父の配

偶者、条例第２条第４項第２号に定

める者を現に扶養している者又は民

法（明治２９年法律第８９号）第

８７７条第１項に定める扶養義務者



（以下「一人親家庭等の母の配偶者

等」という。）で、生計を維持する

ものの前年の所得が、別表第２の左

欄に掲げる扶養親族等又は児童の数

に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げ

る金額以上の者 

ア 本人の前年の所得が、別表第３

の左欄に掲げる扶養親族等の数に

応じ、それぞれ同表の右欄に掲げ

る金額以上の者 

［号の細目を加える。］ 

イ 配偶者又は民法第８７７条第１

項に定める扶養義務者で主として

その心身障害者の生計を維持する

者の前年の所得が、別表第４の左 

欄に掲げる扶養親族等の数に応じ、

それぞれ同表の右欄に掲げる金額

以上の者 

［号の細目を加える。］ 

２ 前項の所得の範囲及びその算定方法

は、同項第１号については児童扶養手

当法施行令（昭和３６年政令第４０５

号）第３条及び第４条、同項第２号に

ついては特別児童扶養手当等の支給に

関する法律施行令（昭和５０年政令第

２０７号）第４条及び第５条の規定に

よるものとする。 

２ 前項の所得の範囲及びその算定方法

は、児童扶養手当法施行令（昭和３６

年政令第４０５号）第３条及び第４条

の規定によるものとする。 

備考 表中の［ ］の記載は注記である。 

 別表第２の次に次の２表を加える。 

別表第３（第３条関係） 

扶養親族等の数 金額 



０人 ３，６０４，０００円

１人以上 ３，６０４，０００円に扶養親族等１人につき３８０，０００円を

加算した額（所得税法に規定する同一生計配偶者（７０歳以上の者

に限る。以下この項において同じ。）又は老人扶養親族があるとき

は、当該同一生計配偶者又は老人扶養親族１人につき４８０，０００

円を、同法に規定する特定扶養親族があるときは、当該特定扶養親

族１人につき６３０，０００円をその額に加算した額） 

別表第４（第３条関係）  

扶養親族等の数 金額 

０人 ６，２８７，０００円

１人 ６，５３６，０００円

２人以上 ６，５３６，０００円に扶養親族等のうち１人を除いた扶養親族等

１人につき２１３，０００円を加算した額（所得税法に規定する老

人扶養親族があるときは、その額に当該老人扶養親族１人につき（ 

当該老人扶養親族のほかに扶養親族等がないときは、当該老人扶養

親族のうち１人を除いた老人扶養親族１人につき）６０，０００円

を加算した額） 

様式第２号の２注意事項６中「ただし住民税非課税世帯で減額認定証の交付を受けて

いる場合は、助成の対象となりますので、領収書等を添えて申請してください。（償還

払い方式）」を削る。 
附 則 

この規則は、令和４年９月１日から施行し、改正後の亀山市福祉医療費の助成に関す

る条例施行規則の規定は、同日以後に受けた医療について適用する。 


